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はじめに

　アジメドジョウNiwaella delicataは，Niwa（１９３７）が

シマドジョウCobitis taeniaと口部形態の相違が見ら

れることから別種として記載し，現在ではシマド

ジョウ属とは別のアジメドジョウ属として扱われて

いる（Nalbant １９６３）。本種は日本固有種であり，岐

阜県を中心とする本州中部から，西は京都府，東は

長野県木曽川水系，南は三重県，北は富山県までの

日本国内でもごく限られた範囲内の河川の上・中流

域に分布している特異的な淡水魚である。また，生

態について岩や礫の表面に付着している藻類を摂餌

しながら，礫から礫に吸い付くようにして伝い泳ぎ

をしているところが見られる。繁殖を含めた詳しい

生態について，まだわからない部分が多い（丹羽 

１９５４，Niwa １９７６，川那部他 １９８９；Kitagawa et al. 

２００１，信州魚介類研究会他 １９８０）。

　丹羽（１９５４）は日本国内のアジメドジョウの分布

を調べる中で，長野県内では木曽川（木祖村薮原・

木曽福島町・大桑村須原・南木曽町三留野），王滝川

（王滝村滝越・王滝村三浦平）に生息していて，東

方の鳥居峠を越えた奈良井川や北方の分水嶺を越え

た奈川・梓川，さらに北方方面の高瀬川などの信濃

川水系や東方方面の天竜川水系には生息していない

と報告している。本種の分布が長野県内では木曽川

水系のみに限られていることから，アジメドジョウ

は長野県版レッドデータブック（長野県 ２００４）で準

絶滅危惧（NT）に指定された。さらに，長野県内の

アジメドジョウの分布は日本全体の最東端にあたり，

生物地理学的観点からも詳細な生息分布情報が必要

であるとされる（水野・後藤 １９８７）。

　そこで，この研究では長野県内の木曽川本流とそ

の支流においてアジメドジョウの分布を調査すると

ともに，その動向を知るために，丹羽（１９５４）によ

る分布調査結果と比較した。また，丹羽（１９５４）が

調査を実施していない木曽川支流にも調査地点を設

け，木曽川水系におけるアジメドジョウのおかれて

いる現状を把握するように努めた。

材料と方法

　調査は，２００２年８月２日から９月７日と２００３年７

月２６日から９月２１日の２年間にわたり，長野県内を

流れる木曽川本流とその支流の計２０河川，計２９地点

で行った（表１）。今回，丹羽（１９５４）が本種を採集

した木曽川本流の４地点（木祖村薮原・木曽福島町・

大桑村須原・南木曽町三留野）と王滝川の２地点

（王滝村滝越・王滝村三浦平）を調査地としたが，

三浦平については現在では関西電力による三浦ダム

があるため，今回は丹羽（１９５４）の採集地（三浦平）

より上流で調査した。
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〈研究ノート〉

　２００２年と２００３年の夏季（８から９月）にかけて，長野県内木曽川水系（木曽川上流域）においてアジメドジョウの生

息調査を行った。木曽川本流では木祖村薮原，上松町小川の２地点で，木曽川支流では開田村末川，開田村西野川，王

滝村王滝川，上松町小川・赤沢川，南木曽町阿寺川，南木曽町柿其川の５河川で生息が確認された。既往の報告との比

較を行った結果，最近の５０年ほどで，本流では生息域の分断化が，また支流では生息域の局限が生じており，木曽川上

流域におけるアジメドジョウの生息状況は著しく悪化したと考えられた。アジメドジョウの生息地点と非生息地点の環

境を比べると，標高と夏季水温には差が認められなかったが，河川勾配は生息地点の方がゆるい傾向が認められた。
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底質
水温
（℃）

勾配
（％）

標高
（ｍ）

生息状況
調査日調査地点

調査河川　　
№

過去現在　支流本流

中礫２０．６２．６３９５０○＊１・２○２００２．８．１２木祖村薮原木曽川Ａ‐１
中～大礫１７．０１．６８７００○＊１×２００３．８．４木曽福島町木曽川Ａ‐２
中～大礫２１．１１．００６８０○２００３．８．４上松町小川木曽川Ａ‐３
砂／大礫２０．７１．３２５００○＊１×２００３．８．２３大桑村須原木曽川Ａ‐４
砂／大礫２２．０１．８２３９０○＊１×２００３．８．４南木曽町三留野木曽川Ａ‐５
中～大礫１５．１５．６３１２６９×２００２．８．１２木祖村小木曽国有林入口味噌川Ｂ
中～大礫１０．７１．５３１３２０○＊１・３○２００３．８．５王滝村三浦平王滝川Ｃ‐１
中～大礫１５．２２．２６１０６０○＊１・３×２００２．９．７王滝村滝越王滝川Ｃ‐２
中～大礫２２．０＄１．３９９２０×２００３．８．４王滝村池の越王滝川Ｃ‐３
中～大礫２３．４＄１．１０７９０×２００３．８．４三岳村下条王滝川Ｃ‐４
中礫２１．４３．３５１２８０○２００２．８．８開田村大込西野川Ｄ‐１

中～大礫２０．３＄２．００９００×２００２．８．２三岳村野中西野川Ｄ‐２
中～大礫１７．１＄３．１０８４０×２００２．８．２２三岳村萩の島西野川Ｄ‐３
中礫１４．５２．９７１１４０○２００２．８．２開田村仲町末川Ｅ
中礫１７．１＄２．８８１２８０×２００２．８．８開田村ひげ沢ひげ沢川Ｆ
中礫９．９８．８９１０６０×２００２．８．２２開田村鹿ノ瀬川Ｇ

中～大礫１４．３５．００１０８０×２００２．９．７王滝村滝越白川Ｈ
中～大礫１５．６１２．９０９８０×２００３．８．４王滝村滝越下黒沢川Ｉ
中～大礫２０．６２．７３９６０○＊２×２００２．８．１２木祖村深沢度笹川Ｊ
中～大礫１７．５６．５６１０００×２００２．８．３１日義村南宮神社野上川Ｋ
中～大礫１８．５＄４．１０９８０×２００２．９．３木曽福島町清博士黒川Ｌ
小～大礫２０．７２．９９９４０○＊４○２００３．８．６上松町巾津小川Ｍ
中～大礫１８．２２．９５１１００○２００３．７．２６上松町赤沢美林内赤沢川Ｎ
砂～大礫２５．３２．９３６６０×２００２．８．７大桑村下条伊那川Ｏ
中～大礫１９．７３．３１６００○２００２．８．７大桑村阿寺阿寺川Ｐ
中～大礫１９．９３．６７６６０○２００２．８．６南木曽町柿其本谷柿其川Ｑ
砂／中礫２２．２３．７６５４０×２００２．８．６南木曽町妻籠橋場蘭川Ｒ
砂～大礫２１．２８．４２６４０×２００２．８．６南木曽町吾妻尾越南沢川Ｓ
砂／中礫２１．７４．４７３６０×２００２．８．７南木曽町田立坪川Ｔ

表１　各調査地点でのアジメドジョウNiwaella delicataの生息状況（○：生息確認、×：生息未確認）と環境条件

Table １  The habitat characteristics of Niwaella delicata in survey points

調査地点No.は図１のNo.と一致している．
＊については以下の文献を参考にした．
＊１：丹羽（１９５４），Niwa（１９７６）
＊２：木祖村誌（１９９７）
＊３：王滝村誌（１９６１）
＊４：Kimizuka et al.　（１９８２）

＄については，今回の調査から過去において生息していた可能性があるが，「生息した」と記載された文献がないので，今回は勾
配の統計処理データから外した．

The alphabet with taking a number in Table １ corresponds with those of Fig.１.
Symbol * indicates referring to follow literatures.
＊１：Niwa（１９５４），Niwa（１９７６）
＊２：Kiso-sonshi（１９９７）
＊３：Outaki-sonshi（１９６１）
＊４：Kimizuka et al.（１９８２）

Data with symbol $ is excluded from statistical treatment due to lack of information in the past.



　調査を行った時間帯は午前１０時から午後４時まで

であった。調査方法はシュノーケリングによる水中

観察法を用いた。観察中は，約１０分間，淵の中，直径

約４ｍの範囲内を目視して，アジメドジョウの生息

を確認した。生息が確認できなかった場合は，その

場より水中を覗きながら別の淵に移動した。１回の

観察で確認されない場合は３～４箇所について同じ

ことを行い，それでも確認できなかった場合は生息

しないとした。丹羽（１９５４）の調査は採集による確認

であった。今回の調査は目視による生息確認である

が，生息しているかいないかの確認であるので，過去

との生息地比較を行っても差し支えないと判断した。

　アジメドジョウの生息環境を把握するために，各

調査地点で水温と河川の底質状態を記録した。水温

は観察を行った場所で測定した。河川の底質の状態

を礫の大きさをもとに記録した。この調査において

大礫は５０㎝以上，中礫は１０～５０㎝，小礫は１０～１㎝

以下，砂は１㎝以下とした。その他，調査地点の標

高について調査後に国土地理院発行２万５千分の１

地形図を用いた。また，調査地点の勾配についても

国土地理院発行２万５千分の１地形図をもとに，調

査地点を中心に上下標高差２０ｍの直線距離を物差し

で測り，調査地点の河川の勾配を計算した。勾配の

比較について，過去に生息したと記載のある現在は

生息していない調査地点を含め，生息していた調査

地点と，生息していない調査地点の比較を行った。

その生息の確認に関しては，丹羽（１９５４），Niwa

（１９７５），上松町誌（１９９５），王滝村誌（１９６１），木祖

村誌（１９９７），Kimizuka et al.（１９８２）の文献をもと

に行った。

結　果

　長野県内木曽川水系におけるアジメドジョウの生

息確認地点を図１に示した。木曽川本流について，

木祖村薮原（Ａ‐１），木曽福島町（Ａ‐２），上松町

小川（Ａ‐３），大桑村須原（Ａ‐４），南木曽町三留

野（Ａ‐５）を調査したが，生息を確認したのは，木

祖村薮原（Ａ‐１）と　上松町小川（Ａ‐３）のみで

あった。木祖村薮原は笹川と味噌川の合流地点，上

松町小川は支流である小川が木曽川に流れ込む場所

の周囲で，本種の生息が確認された。支流について

は，王滝川最上流部（Ｃ‐１：三浦ダム上流），末川

（E），西野川上流部（Ｄ‐１），阿寺川（Ｐ），柿其

川（Ｑ），小川（Ｍ），赤沢川（Ｎ）の７ヶ所で本種

の生息が確認された。

　アジメドジョウの生息を確認した地点の標高は

６００～１３８０mまでの広い範囲内であった（表１）。本

種の生息を確認した地点の標高と確認できなかった

地点の標高には有意な差は認められなかった

（t =１.０９６, n.s.）。河川の勾配について，現在におけ

る本種の生息を確認している場所と確認していない

場所での河川の勾配では有意な差は認められなかっ

た（t　=　１.７３３, n.s.）。しかし，今回の調査では確認さ

れなかったが，過去に本種の生息記録がある調査地

点を含めて，本種の生息確認地点とそうでない地点

の河川の勾配を比較したところ，本種は河川勾配の

ゆるい場所に生息していた（t　=　４.６７５, P＜０.０１）。調

査地点の水温は１０.７～２１.４℃の広い範囲内であり，

本種の生息を確認した地点と確認していない地点で

の水温には有意な差は認められなかった（t　=　

０.０７２０, n.s.）。また，本種の生息を確認した地点の底

質は中礫～大礫で共通していた。

　木曽川本流において，丹羽（１９５４）は木祖村薮原

（Ａ‐１），木曽福島町（Ａ‐２），大桑村須原（Ａ‐４），

南木曽町三留野（Ａ‐５）の４ヶ所で本種を採集した

が，今回の調査で本種の生息を確認したのは木祖村

薮原のみであった（図１）。支流の王滝川において，

丹羽（１９５４）は王滝村滝越・三浦平の２ヶ所で採集

したが，今回は三浦平の上流の王滝川三浦ダム上流

（Ｃ‐１）でのみ確認した。

考　察

　アジメドジョウの長野県内木曽川水系の現在の生

息状況は，木曽川本流に関しては，今回の調査では

５地点のうち２地点しか確認できなかった（図１）。

上松町誌（上松町誌編纂委員会 １９９５）では，木曽川

本流には「現在少ないようであるが生息している。」

と記述されている。この記述には生息が確認された

年は書かれていないが，今回の調査と考え合わせる

と，１９９５年付近の記録であると思われる。また，木

祖村誌（木祖村誌編纂委員会 １９９７）では，１９９６年に

木祖村内の木曽川本支流で調査した中で，「木曽川

本流の倉篭，吉田，大洞で確認された。」と記述され

ている。丹羽（１９５４）によれば，１９５４年には長野県

内本流全域にわたり生息していたと考えられるので，

今回の結果より，現在長野県内木曽川本流について

アジメドジョウの生息実態は，その分布が分断され

限られてきていると考えられる。
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図１　長野県内木曽川水系におけるアジメドジョウNiwaella delicataの生息状況

Fig.１ Distribution of Niwaella delicata in the upper Kiso River drainage

図中の記号は表１の記号と一致している．
丹羽（１９５４）以外の今回の調査地
 ◎：生息地 ×：生息確認できず
丹羽（１９５４）の調査地との比較
 ○：現在の生息地 ●：現在生息せず

The alphabet with taking a number in Fig.1 corresponds with those of Table １.
Survey points that Niwa didn't survey in １９５４
 ◎ : present × : absent
Survey points that Niwa surveyed in １９５４
 ○ : present  × : absent



　次に，木曽川支流についてみると，王滝川では４

地点中１地点のみで，しかも最上流部（三浦ダム上

流）での確認であった。王滝村誌（王滝村誌編纂委

員会 １９６１）では，「滝越のかわらに最も多く棲んで

いたが，今はダム（三浦ダム）の中にあって前程の

漁獲は得られない。」という記述がある。三浦ダムに

ついては昭和１６年（１９４１年）に建設された。それ以

前は王滝村内の王滝川では少なくとも滝越周辺から

下流にわたり生息していたことがうかがえる。王滝

川には，現在，４つのダムが建設されている。ダム建

設は土砂の流出や堆積パターンに変化をもたらす一

方で，流量を減少させ，河川を分断させることによ

り生物層の変化，水温の変化，その他河川環境を変

化させることが指摘されている（森 ２００１）。さらに，

ダム建設や河川改修による山林の伐採によって山崩

れが起きた場所では，アジメドジョウのすみかであ

る礫間が詰まってしまいやがていなくなることが知

られている（川那部他　１９８９）。アジメドジョウと同

様な清流の淵や平瀬を中心に生息するネコギギ

Coreobagrus ichikawaiは，ダム湖環境になると壊滅

的な影響を受けると推測されている（森　２００１）。王

滝川のアジメドジョウは，特にダム建設によって河

川環境が悪影響を受けたことにより，現在では最上

流部に限られることになってしまったと思われる。

以上を考え合わせると，長野県内では木曽川本流支

流においてアジメドジョウは絶滅に瀕している魚類

に相当すると思われる。

　今回の調査では，アジメドジョウの生息はより勾

配の緩やかな河川で確認され，河川の勾配がアジメ

ドジョウの生息にとって重要であることが示唆され

た。アジメドジョウは体形が細長く“ずんどう”で

あること，泳ぎが下手であること，口が頭部の下部

にあり唇が厚く半月型で吸盤状であること，また，

石に繁茂する藻類を摂餌すること（川那部他 １９８９）

など，本種の形態学的な特徴からくる泳ぎ方・餌（藻

類）・採餌の仕方が，流速が速い環境に適さないこと

を示していると思われる。
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Abstract

　Distribution of the delicate loach, Niwaella delicata, was investigated at upper reaches of Kiso River in Nagano 

Prefecture on summer season from ２００２ to ２００３. The fish was present in ９ points of the upper reaches of the Kiso River 

that includes the main stream, the Sue River, the Nishino River, the Outaki River, the Ogawa River, the Akazawa River, 

the Adera River, and the Kakizore River. It was indicated that Niwaella delicate had been widely distributed throughout 

the upper reaches of the Kiso River before １９５４, but recently the habitat had been fragmented in the main stream and 

restricted to the headwater reach of the tributary of the Outaki River. 

Key words: Niwaella delicata, Nagano Prefecture, the Kiso River system, habitat, near threatened level, gradient
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